
①.脚部を開き加減にし、下棚ⓜを脚下桟の間にはめ込み、任意の穴位置に
    合わせてボルトⓝ、ＳＷⓞで仮止めをして下さい。（計4ヶ所）
 ※下棚を取付ける場合は下横桟は取付けないで下さい。
 　下棚を２枚取付ける場合は①と同様の手順で仮止めをして下さい。

②.作業台組立順序 Ⅰ Ⅱ と上記①で仮止めしたボルトをしっかりと締め付けて
    下さい。

Ⅲ ①.    の箱から下横桟ⓖを取出し、脚ⓑの下桟の間にはめ込み、任意の
　　 ボルト穴に合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。 （左右各
　　 1ヶ所）
　②.Ⅰ Ⅱ Ⅲで仮止めしたボルトⓘをしっかりと締付けて下さい。
　③.下記の「㋐高さ調整方法」をご覧にうえ、ストローク脚ⓒを調整し、任
　　 意の高さに合わせて下さい。

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

Ⅱ  ①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
　　  の切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
        仮止めして下さい。(左右各４ヶ所）
　 ②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙ
　　　で仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

AEM型

■屋外や水のかかる場所に設置
　しないでください。また、ぬれ
　たものを置かないでください。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないでください。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節して使用してく
　ださい。

■脚部のすき間に指を入れないで
　ください。

■作業台の切断、改造をしない
　でください。

■AEM型の高さ調整を行う際、
　必ず軍手等保護具を使用し、
　高さ調整金具をしっかりはめ
　こんでください。また、作業台
　を裏返して行ってください。

■組立は、この組立・取扱説明書
　に記載の組立て手順に従って
　ください。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないでください。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

すき間に指を挟んだり、作業台が傾いたり
して怪我をする恐れがあります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　でください。

■不安定な場所に設置しないでく
　ださい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないでください。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いでください。また、運搬に使用し
　ないでください。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×　”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用してください。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

注）天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

※オプションのキャスター取付は前ページの下記取付方法を参照ください。

①.    の箱から下横桟ⓖを取出し、脚ⓑの脚下桟の間にはめ込み、任意のボルト
　 穴に合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。 （左右各1ヶ所）
②.Ⅰ Ⅱ Ⅲで仮止めしたボルトⓘをしっかりと締付けて下さい。

    

AEM型の場合 
③.㋐の部分を次ページの「AEM型 高さ調整方法」をご覧にうえ、ストローク脚ⓒ
　 を調整し、任意の高さに合わせて下さい。

オプションのキャスター取付は、次ページの「BE・AE・HAE・AEM型 
オプションキャスター取付方法」を参照してください。

※自在ストッパー付キャスターは作業台の対角になる様に取付け（配置）してください。

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

Ⅳ　

BE・AE・HAE・AEM型 オプションキャスター取付方法

AEM型 高さ調整方法

BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法

注） キャスターは作業台組立順序 Ⅲ のところで取付けて下さい。
アジャスターを取外しキャスターⓟⓠを脚ⓑに取付け、
スパナⓡでネジの根元までしっかりと締付けて下さい。（4ヶ所）

Ⅱ ①.　 の箱から脚部を取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑの切
　　  り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止め
　　  して下さい。(左右各４ヶ所）
　②. 脚ⓑの上桟のボルト穴を天板ⓐのナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
　     仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

※脚ⓑは2本あります。もう片方も同様に取付けて下さい。天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑの切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
    仮止めして下さい。(計４ヶ所）
②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。(1ヶ所）

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。
※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

※図はBE・AE・HAE型ですがAEM型も同様です。

Ⅳ　

上横桟・・・2本

下横桟・・・1本

脚下桟 脚下桟

脚上桟

注）スチール天板仕様以外でⓗ天補強がある場合、
    ⓘボルトとⓙSWは各1個ずつ余ります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※高さ調整時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して、作業台を裏返して行ってください。

注）オプションの下棚を取付ける場合は、下横桟は取付けずに裏面の
    BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法を参照してください。

脚下桟
脚下桟

※オプションの下棚を取付ける場合は、下横桟ⓖは取付けずに次ページの
   「BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法」を参照してください。

脚下桟

脚部

※脚部を開き加減にする。

オプション下棚 ： 耐荷重（均等静止荷重）20kg オプションキャスター

ＨRAE2-0945(W・DG)
ＨRAE2-0960(W・DG)
ＨRAE2-0975(W・DG)
ＨRAE2-1260(W・DG)
ＨRAE2-1200(W・DG)
ＨRAE2-1209(W・DG)
ＨRAE2-1560(W・DG)
ＨRAE2-1500(W・DG)
ＨRAE2-1509(W・DG)
ＨRAE2-1860(W・DG)
ＨRAE2-1800(W・DG)
ＨRAE2-1809(W・DG)

RAEM2-0960(W・DG)
RAEM2-0975(W・DG)
RAEM2-1260(W・DG)
RAEM2-1200(W・DG)
RAEM2-1209(W・DG)
RAEM2-1560(W・DG)
RAEM2-1500(W・DG)
RAEM2-1509(W・DG)
RAEM2-1860(W・DG)
RAEM2-1800(W・DG)
RAEM2-1809(W・DG)

品番
AELT-900
AELT-900W
AEWLT-900
AELT-1200
AELT-1200W
AEWLT-1200
AELT-1500
AELT-1500W
AEWLT-1500
AELT-1800
AELT-1800W
AEWLT-1800

Φ75ゴム車
Φ100ゴム車
Φ100ウレタン車

EW-75C
EW-100C
EW-100CU

色
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー

寸法(mm)
747X240X23
747X240X23
747X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1647X240X23
1647X240X23
1647X240X23

・AE・HAE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重150kg以下でご使用ください。
・BE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重125kg以下でご使用ください。
・AEM型のキャスター付でのご使用は、耐荷重80kg以下でご使用ください。

※組立後、作業台組立順序 Ⅳ に進んでください。ただしAEM型は下記の
   「AEM型 高さ調整方法」を参照後に Ⅳ に進んでください。

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

②ストローク脚©
   を右図の③の
　目安線まで上げる

③目安線に合わせる
⑤任意の目安線
　に合わせる

①ノブボルト
　を緩める

④高さ調整金具ⓓ
    を外す

⑥高さ調整金具ⓓ
   をはめ込む

⑦ストローク脚Ⓒを
　 下がるまで下げる

⑧ノブボルトを締める
（注）
金具をしっかりはめ込まな
いと、ストローク脚©が落
ちる可能性があります。拡大図

他3本のストローク脚©も Ⅰ Ⅱ の手順で同じ高さに調整してください。
ストローク脚©が同じ数字でしっかり固定されていることを確認してから起こしてください。

AE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 450 × 740
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1200 × 900 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1500 × 900 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
AE-0945(W・YG・DG)
AE-0960(W・YG・DG)
AE-0975(W・YG・DG)
AE-1260(W・YG・DG)
AE-1200(W・YG・DG)
AE-1209(W・YG・DG)
AE-1560(W・YG・DG)
AE-1500(W・YG・DG)
AE-1509(W・YG・DG)
AE-1860(W・YG・DG)
AE-1800(W・YG・DG)
AE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAE-0945(W・YG・DG)
RAE-0960(W・YG・DG)
RAE-0975(W・YG・DG)
RAE-1260(W・YG・DG)
RAE-1200(W・YG・DG)
RAE-1209(W・YG・DG)
RAE-1560(W・YG・DG)
RAE-1500(W・YG・DG)
RAE-1509(W・YG・DG)
RAE-1860(W・YG・DG)
RAE-1800(W・YG・DG)
RAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
SAE-0945

SAE-0960(W・DG)
SAE-0975(W・DG)
SAE-1260(W・DG)
SAE-1200(W・DG)
SAE-1209

SAE-1560(W・DG)
SAE-1500(W・DG)
SAE-1509

SAE-1860(W・DG)
SAE-1800(W・DG)
SAE-1809(W・DG)

RAE2-0945(W・DG)
RAE2-0960(W・DG)
RAE2-0975(W・DG)
RAE2-1260(W・DG)
RAE2-1200(W・DG)
RAE2-1209(W・DG)
RAE2-1560(W・DG)
RAE2-1500(W・DG)
RAE2-1509(W・DG)
RAE2-1860(W・DG)
RAE2-1800(W・DG)
RAE2-1809(W・DG)

RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

HAE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

（注意:間口（天板の幅）が900mm・1200ｍｍに関して、天補強は付属しておりません。）

組立完了後作業台を起こし、任意の場所に設置しアジャスターⓔで水平調整を行い、
脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使用下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘとＳＷⓙで
　仮止めして下さい。天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属し
　ております。

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

組立完了後作業台を起こし、任意の場所に設置し、アジャスターⓔで
水平調整を行い、脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使
用下さい。

GN色・W色・YG色：本体組立用ビスセット（M6）

DG色：本体組立用ビスセット（M6）

本体の色がダークグレー以外の
組立用ビスセット

本体の色がダークグレーの
組立用ビスセット

注）スチール天板仕様以外でⓗ天補強がある場合、  
    ⓘボルトとⓙSWは各1個ずつ余ります。

（間口1500mm・
　1800ｍｍのみ付属）

BE・ＡＥ・HAE・AEM型 組立説明図

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

AEM型の場合
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①.脚部を開き加減にし、下棚ⓐを脚下桟の間にはめ込み、任意の穴位置に
    合わせてボルトⓑ、ＳＷⓒで仮止めをして下さい。
 ※下棚を取付ける場合は下横桟は取付けないで下さい。
 ※下棚を２枚取付ける場合は①と同様の手順で仮止めをして下さい。

②.作業台組立順序 Ⅰ Ⅱ と上記①で仮止めしたボルトをしっかりと締め付けて
    下さい。

AEM型

■屋外や水のかかる場所に設置
　しないでください。また、ぬれ
　たものを置かないでください。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないでください。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節して使用してく
　ださい。

■脚部のすき間に指を入れないで
　ください。

■作業台の切断、改造をしない
　でください。

■AEM型の高さ調整を行う際、
　必ず軍手等保護具を使用し、
　高さ調整金具をしっかりはめ
　こんでください。また、作業台
　を裏返して行ってください。

■組立は、この組立・取扱説明書
　に記載の組立て手順に従って
　ください。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないでください。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

すき間に指を挟んだり、作業台が傾いたり
して怪我をする恐れがあります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　でください。

■不安定な場所に設置しないでく
　ださい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないでください。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いでください。また、運搬に使用し
　ないでください。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×　”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用してください。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法

下棚の色がグリーン及びホワイトの場合のビスセット 下棚の色がダークグレーの場合のビスセット

脚下桟

脚部

※脚部を開き加減にする。

AE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg HAE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 450 × 740
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1200 × 900 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1500 × 900 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
AE-0945(W・YG・DG)
AE-0960(W・YG・DG)
AE-0975(W・YG・DG)
AE-1260(W・YG・DG)
AE-1200(W・YG・DG)
AE-1209(W・YG・DG)
AE-1560(W・YG・DG)
AE-1500(W・YG・DG)
AE-1509(W・YG・DG)
AE-1860(W・YG・DG)
AE-1800(W・YG・DG)
AE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAE-0945(W・YG・DG)
RAE-0960(W・YG・DG)
RAE-0975(W・YG・DG)
RAE-1260(W・YG・DG)
RAE-1200(W・YG・DG)
RAE-1209(W・YG・DG)
RAE-1560(W・YG・DG)
RAE-1500(W・YG・DG)
RAE-1509(W・YG・DG)
RAE-1860(W・YG・DG)
RAE-1800(W・YG・DG)
RAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
SAE-0945

SAE-0960(W・DG)
SAE-0975(W・DG)
SAE-1260(W・DG)
SAE-1200(W・DG)
SAE-1209

SAE-1560(W・DG)
SAE-1500(W・DG)
SAE-1509

SAE-1860(W・DG)
SAE-1800(W・DG)
SAE-1809(W・DG)

RAE2-0945(W・YG・DG)
RAE2-0960(W・YG・DG)
RAE2-0975(W・YG・DG)
RAE2-1260(W・YG・DG)
RAE2-1200(W・YG・DG)
RAE2-1209(W・YG・DG)
RAE2-1560(W・YG・DG)
RAE2-1500(W・YG・DG)
RAE2-1509(W・YG・DG)
RAE2-1860(W・YG・DG)
RAE2-1800(W・YG・DG)
RAE2-1809(W・YG・DG)

間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
BE-0960(W)
BE-0975(W)
BE-1260(W)
BE-1275(W)
BE-1560(W)
BE-1575(W)
BE-1860(W)
BE-1875(W)
BE-1890(W)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
BER-0960(W)
BER-0975(W)
BER-1260(W)
BER-1275(W)
BER-1560(W)
BER-1575(W)
BER-1860(W)
BER-1875(W)
BER-1890(W)

ＢE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）250kg

オプション下棚 ： 耐荷重（均等静止荷重）20kg オプションキャスター

間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 450 × 900
900 × 600 × 900
900 × 750 × 900
1200 × 600 × 900
1200 × 750 × 900
1200 × 900 × 900
1500 × 600 × 900
1500 × 750 × 900
1500 × 900 × 900
1800 × 600 × 900
1800 × 750 × 900
1800 × 900 × 900

ポリ化粧天板
ＨAE-0945(W・YG・DG)
ＨAE-0960(W・YG・DG)
ＨAE-0975(W・YG・DG)
ＨAE-1260(W・YG・DG)
ＨAE-1200(W・YG・DG)
ＨAE-1209(W・YG・DG)
ＨAE-1560(W・YG・DG)
ＨAE-1500(W・YG・DG)
ＨAE-1509(W・YG・DG)
ＨAE-1860(W・YG・DG)
ＨAE-1800(W・YG・DG)
ＨAE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
ＨRAE-0945(W・YG・DG)
ＨRAE-0960(W・YG・DG)
ＨRAE-0975(W・YG・DG)
ＨRAE-1260(W・YG・DG)
ＨRAE-1200(W・YG・DG)
ＨRAE-1209(W・YG・DG)
ＨRAE-1560(W・YG・DG)
ＨRAE-1500(W・YG・DG)
ＨRAE-1509(W・YG・DG)
ＨRAE-1860(W・YG・DG)
ＨRAE-1800(W・YG・DG)
ＨRAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
ＨSAE-0945

ＨSAE-0960(W・DG)
ＨSAE-0975(W・DG)
ＨSAE-1260(W・DG)
ＨSAE-1200(W・DG)
ＨSAE-1209

ＨSAE-1560(W・DG)
ＨSAE-1500(W・DG)
ＨSAE-1509

ＨSAE-1860(W・DG)
ＨSAE-1800(W・DG)
ＨSAE-1809(W・DG)

ＨRAE2-0945(W・YG・DG)
ＨRAE2-0960(W・YG・DG)
ＨRAE2-0975(W・YG・DG)
ＨRAE2-1260(W・YG・DG)
ＨRAE2-1200(W・YG・DG)
ＨRAE2-1209(W・YG・DG)
ＨRAE2-1560(W・YG・DG)
ＨRAE2-1500(W・YG・DG)
ＨRAE2-1509(W・YG・DG)
ＨRAE2-1860(W・YG・DG)
ＨRAE2-1800(W・YG・DG)
ＨRAE2-1809(W・YG・DG)

AEＭ型 ： 耐荷重（均等静止荷重）150kg
間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 600 × 650～950
900 × 750 × 650～950
1200 × 600 × 650～950
1200 × 750 × 650～950
1200 × 900 × 650～950
1500 × 600 × 650～950
1500 × 750 × 650～950
1500 × 900 × 650～950
1800 × 600 × 650～950
1800 × 750 × 650～950
1800 × 900 × 650～950

ポリ化粧天板
AEM-0960(W・DG)
AEM-0975(W・DG)
AEM-1260(W・DG)
AEM-1200(W・DG)
AEM-1209(W・DG)
AEM-1560(W・DG)
AEM-1500(W・DG)
AEM-1509(W・DG)
AEM-1860(W・DG)
AEM-1800(W・DG)
AEM-1809(W・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAEM-0960(W・DG)
RAEM-0975(W・DG)
RAEM-1260(W・DG)
RAEM-1200(W・DG)
RAEM-1209(W・DG)
RAEM-1560(W・DG)
RAEM-1500(W・DG)
RAEM-1509(W・DG)
RAEM-1860(W・DG)
RAEM-1800(W・DG)
RAEM-1809(W・DG)

スチール天板
SAEM-0960(W・DG)
SAEM-0975(W・DG)
SAEM-1260(W・DG)
SAEM-1200(W・DG)
SAEM-1209

SAEM-1560(W・DG)
SAEM-1500(W・DG)
SAEM-1509

SAEM-1860(W・DG)
SAEM-1800(W・DG)
SAEM-1809(W・DG)

RAEM2-0960(W・DG)
RAEM2-0975(W・DG)
RAEM2-1260(W・DG)
RAEM2-1200(W・DG)
RAEM2-1209(W・DG)
RAEM2-1560(W・DG)
RAEM2-1500(W・DG)
RAEM2-1509(W・DG)
RAEM2-1860(W・DG)
RAEM2-1800(W・DG)
RAEM2-1809(W・DG)

品番
AELT-900
AELT-900W
AELT-1200
AELT-1200W
AELT-1500
AELT-1500W
AELT-1800
AELT-1800W

色
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト

寸法(mm)
 747X240X23
 747X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1647X240X23
1647X240X23

品番
AEWLT-900
AEWLT-1200
AEWLT-1500
AEWLT-1800

色
ダークグレー
ダークグレー
ダークグレー
ダークグレー

寸法(mm)
 747X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1647X240X23 ・AE・HAE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重150kg以下

 でご使用ください。
・BE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重125kg以下でご使
 用ください。
・AEM型のキャスター付でのご使用は、耐荷重80kg以下でご使
 用ください。

※組立後、作業台組立順序 Ⅳ に進んでください。ただしAEM型は前ページ
   の高さ調整方法を参照後に Ⅳ に進んでください。

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

ｃ
b a

Ⅱ  ①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
　　  の切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
        仮止めして下さい。(左右各４ヶ所）
　 ②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙ
　　　で仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。
※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

ｈ

※スチール天板のみ使用

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

i
j

f

ｈ

※スチール天板のみ使用

①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。
※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

i
j

f

b

b

b

b

j

j

i

i

f

f

f

f

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

b
b

j
i

f

f

ＡＥM型の場合

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

b
b

j
i

f

f

ＡＥM型の場合

※図はAEM型ですが、他の機種も下横桟の取付方法は同じです。

※下図拡大図の様になります

ｍ

ｐ ｑ ｒ

ｎ ｎｏ ｏ

e

別表ⓗ天補強、ⓘボルト、ⓙＳＷの数

間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 450 × 900
900 × 600 × 900
900 × 750 × 900
1200 × 600 × 900
1200 × 750 × 900
1200 × 900 × 900
1500 × 600 × 900
1500 × 750 × 900
1500 × 900 × 900
1800 × 600 × 900
1800 × 750 × 900
1800 × 900 × 900

ポリ化粧天板
ＨAE-0945(W・YG・DG)
ＨAE-0960(W・YG・DG)
ＨAE-0975(W・YG・DG)
ＨAE-1260(W・YG・DG)
ＨAE-1200(W・YG・DG)
ＨAE-1209(W・YG・DG)
ＨAE-1560(W・YG・DG)
ＨAE-1500(W・YG・DG)
ＨAE-1509(W・YG・DG)
ＨAE-1860(W・YG・DG)
ＨAE-1800(W・YG・DG)
ＨAE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
ＨRAE-0945(W・YG・DG)
ＨRAE-0960(W・YG・DG)
ＨRAE-0975(W・YG・DG)
ＨRAE-1260(W・YG・DG)
ＨRAE-1200(W・YG・DG)
ＨRAE-1209(W・YG・DG)
ＨRAE-1560(W・YG・DG)
ＨRAE-1500(W・YG・DG)
ＨRAE-1509(W・YG・DG)
ＨRAE-1860(W・YG・DG)
ＨRAE-1800(W・YG・DG)
ＨRAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
ＨSAE-0945

ＨSAE-0960(W・DG)
ＨSAE-0975(W・DG)
ＨSAE-1260(W・DG)
ＨSAE-1200(W・DG)
ＨSAE-1209

ＨSAE-1560(W・DG)
ＨSAE-1500(W・DG)
ＨSAE-1509

ＨSAE-1860(W・DG)
ＨSAE-1800(W・DG)
ＨSAE-1809(W・DG)

AEＭ型 ： 耐荷重（均等静止荷重）150kg
RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板間口 × 奥行 × 高さ（mm）

900 × 600 × 650～950
900 × 750 × 650～950
1200 × 600 × 650～950
1200 × 750 × 650～950
1200 × 900 × 650～950
1500 × 600 × 650～950
1500 × 750 × 650～950
1500 × 900 × 650～950
1800 × 600 × 650～950
1800 × 750 × 650～950
1800 × 900 × 650～950

ポリ化粧天板
AEM-0960(W・DG)
AEM-0975(W・DG)
AEM-1260(W・DG)
AEM-1200(W・DG)
AEM-1209(W・DG)
AEM-1560(W・DG)
AEM-1500(W・DG)
AEM-1509(W・DG)
AEM-1860(W・DG)
AEM-1800(W・DG)
AEM-1809(W・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAEM-0960(W・DG)
RAEM-0975(W・DG)
RAEM-1260(W・DG)
RAEM-1200(W・DG)
RAEM-1209(W・DG)
RAEM-1560(W・DG)
RAEM-1500(W・DG)
RAEM-1509(W・DG)
RAEM-1860(W・DG)
RAEM-1800(W・DG)
RAEM-1809(W・DG)

スチール天板
SAEM-0960(W・DG)
SAEM-0975(W・DG)
SAEM-1260(W・DG)
SAEM-1200(W・DG)
SAEM-1209

SAEM-1560(W・DG)
SAEM-1500(W・DG)
SAEM-1509

SAEM-1860(W・DG)
SAEM-1800(W・DG)
SAEM-1809(W・DG)

ＢE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）250kg
間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
BE-0960(W)
BE-0975(W)
BE-1260(W)
BE-1275(W)
BE-1560(W)
BE-1575(W)
BE-1860(W)
BE-1875(W)
BE-1890(W)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
BER-0960(W)
BER-0975(W)
BER-1260(W)
BER-1275(W)
BER-1560(W)
BER-1575(W)
BER-1860(W)
BER-1875(W)
BER-1890(W)

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示耐荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

天板間口寸法

900ｍｍタイプ

1200ｍｍタイプ

1500ｍｍタイプ

1800ｍｍタイプ

下棚の色がグリーン及びホワイトの場合のビスセット 下棚の色がダークグレーの場合のビスセット

耐荷重200kg
耐荷重250kg
耐荷重300kg

この度はTRUSCO軽量作業台BE型・AE型・HAE型、軽量高さ調整作業台AEM型をお買上いただき誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（メガネレン
チまたは、六角レンチ）1本で組立てられるシンプルな構造です。BE型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、本体色はホワイト色、ダークグレー色の2種類で、A
E型・HAE型・AEM型は天板サイズ・バリエーションも豊富で、AE型・HAE型の本体色はグリーン色、ヤンググリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の4種類、AEM型
の本体色はグリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の3種類でAEM型は高さ調整が出来る為、楽な姿勢で作業が行えます。いずれも組立・梱包・仕分作業などあらゆ
る軽作業に適しており、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

軽量作業台  BE・AE・HAE型
軽量高さ調整作業台 AEM型

この度はTRUSCO軽量作業台BE型・AE型・HAE型、軽量高さ調整作業台AEM型をお買上いただき誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（メガネレン
チまたは、六角レンチ）1本で組立てられるシンプルな構造です。BE型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、本体色はホワイト色、ダークグレー色の2種類で、A
E型・HAE型・AEM型は天板サイズ・バリエーションも豊富で、AE型・HAE型の本体色はグリーン色、ヤンググリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の4種類、AEM型
の本体色はグリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の3種類でAEM型は高さ調整が出来る為、楽な姿勢で作業が行えます。いずれも組立・梱包・仕分作業などあらゆ
る軽作業に適しており、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

軽量作業台  BE・AE・HAE型
軽量高さ調整作業台 AEM型



①.脚部を開き加減にし、下棚ⓜを脚下桟の間にはめ込み、任意の穴位置に
    合わせてボルトⓝ、ＳＷⓞで仮止めをして下さい。（計4ヶ所）
 ※下棚を取付ける場合は下横桟は取付けないで下さい。
 　下棚を２枚取付ける場合は①と同様の手順で仮止めをして下さい。

②.作業台組立順序 Ⅰ Ⅱ と上記①で仮止めしたボルトをしっかりと締め付けて
    下さい。

Ⅲ ①.    の箱から下横桟ⓖを取出し、脚ⓑの下桟の間にはめ込み、任意の
　　 ボルト穴に合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。 （左右各
　　 1ヶ所）
　②.Ⅰ Ⅱ Ⅲで仮止めしたボルトⓘをしっかりと締付けて下さい。
　③.下記の「㋐高さ調整方法」をご覧にうえ、ストローク脚ⓒを調整し、任
　　 意の高さに合わせて下さい。

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

Ⅱ  ①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
　　  の切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
        仮止めして下さい。(左右各４ヶ所）
　 ②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙ
　　　で仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

AEM型

■屋外や水のかかる場所に設置
　しないでください。また、ぬれ
　たものを置かないでください。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないでください。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節して使用してく
　ださい。

■脚部のすき間に指を入れないで
　ください。

■作業台の切断、改造をしない
　でください。

■AEM型の高さ調整を行う際、
　必ず軍手等保護具を使用し、
　高さ調整金具をしっかりはめ
　こんでください。また、作業台
　を裏返して行ってください。

■組立は、この組立・取扱説明書
　に記載の組立て手順に従って
　ください。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないでください。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

すき間に指を挟んだり、作業台が傾いたり
して怪我をする恐れがあります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　でください。

■不安定な場所に設置しないでく
　ださい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないでください。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いでください。また、運搬に使用し
　ないでください。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×　”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用してください。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

注）天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

※オプションのキャスター取付は前ページの下記取付方法を参照ください。

①.    の箱から下横桟ⓖを取出し、脚ⓑの脚下桟の間にはめ込み、任意のボルト
　 穴に合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。 （左右各1ヶ所）
②.Ⅰ Ⅱ Ⅲで仮止めしたボルトⓘをしっかりと締付けて下さい。

    

AEM型の場合 
③.㋐の部分を次ページの「AEM型 高さ調整方法」をご覧にうえ、ストローク脚ⓒ
　 を調整し、任意の高さに合わせて下さい。

オプションのキャスター取付は、次ページの「BE・AE・HAE・AEM型 
オプションキャスター取付方法」を参照してください。

※自在ストッパー付キャスターは作業台の対角になる様に取付け（配置）してください。

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

Ⅳ　

BE・AE・HAE・AEM型 オプションキャスター取付方法

AEM型 高さ調整方法

BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法

注） キャスターは作業台組立順序 Ⅲ のところで取付けて下さい。
アジャスターを取外しキャスターⓟⓠを脚ⓑに取付け、
スパナⓡでネジの根元までしっかりと締付けて下さい。（4ヶ所）

Ⅱ ①.　 の箱から脚部を取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑの切
　　  り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止め
　　  して下さい。(左右各４ヶ所）
　②. 脚ⓑの上桟のボルト穴を天板ⓐのナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
　     仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

※脚ⓑは2本あります。もう片方も同様に取付けて下さい。天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。

①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑの切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
    仮止めして下さい。(計４ヶ所）
②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。(1ヶ所）

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。
※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

※図はBE・AE・HAE型ですがAEM型も同様です。

Ⅳ　

上横桟・・・2本

下横桟・・・1本

脚下桟 脚下桟

脚上桟

注）スチール天板仕様以外でⓗ天補強がある場合、
    ⓘボルトとⓙSWは各1個ずつ余ります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

※高さ調整時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して、作業台を裏返して行ってください。

注）オプションの下棚を取付ける場合は、下横桟は取付けずに裏面の
    BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法を参照してください。

脚下桟
脚下桟

※オプションの下棚を取付ける場合は、下横桟ⓖは取付けずに次ページの
   「BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法」を参照してください。

脚下桟

脚部

※脚部を開き加減にする。

オプション下棚 ： 耐荷重（均等静止荷重）20kg オプションキャスター

ＨRAE2-0945(W・DG)
ＨRAE2-0960(W・DG)
ＨRAE2-0975(W・DG)
ＨRAE2-1260(W・DG)
ＨRAE2-1200(W・DG)
ＨRAE2-1209(W・DG)
ＨRAE2-1560(W・DG)
ＨRAE2-1500(W・DG)
ＨRAE2-1509(W・DG)
ＨRAE2-1860(W・DG)
ＨRAE2-1800(W・DG)
ＨRAE2-1809(W・DG)

RAEM2-0960(W・DG)
RAEM2-0975(W・DG)
RAEM2-1260(W・DG)
RAEM2-1200(W・DG)
RAEM2-1209(W・DG)
RAEM2-1560(W・DG)
RAEM2-1500(W・DG)
RAEM2-1509(W・DG)
RAEM2-1860(W・DG)
RAEM2-1800(W・DG)
RAEM2-1809(W・DG)

品番
AELT-900
AELT-900W
AEWLT-900
AELT-1200
AELT-1200W
AEWLT-1200
AELT-1500
AELT-1500W
AEWLT-1500
AELT-1800
AELT-1800W
AEWLT-1800

Φ75ゴム車
Φ100ゴム車
Φ100ウレタン車

EW-75C
EW-100C
EW-100CU

色
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー
グリーン
ホワイト

ダークグレー

寸法(mm)
747X240X23
747X240X23
747X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1647X240X23
1647X240X23
1647X240X23

・AE・HAE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重150kg以下でご使用ください。
・BE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重125kg以下でご使用ください。
・AEM型のキャスター付でのご使用は、耐荷重80kg以下でご使用ください。

※組立後、作業台組立順序 Ⅳ に進んでください。ただしAEM型は下記の
   「AEM型 高さ調整方法」を参照後に Ⅳ に進んでください。

Ⅰ Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

②ストローク脚©
   を右図の③の
　目安線まで上げる

③目安線に合わせる
⑤任意の目安線
　に合わせる

①ノブボルト
　を緩める

④高さ調整金具ⓓ
    を外す

⑥高さ調整金具ⓓ
   をはめ込む

⑦ストローク脚Ⓒを
　 下がるまで下げる

⑧ノブボルトを締める
（注）
金具をしっかりはめ込まな
いと、ストローク脚©が落
ちる可能性があります。拡大図

他3本のストローク脚©も Ⅰ Ⅱ の手順で同じ高さに調整してください。
ストローク脚©が同じ数字でしっかり固定されていることを確認してから起こしてください。

AE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 450 × 740
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1200 × 900 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1500 × 900 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
AE-0945(W・YG・DG)
AE-0960(W・YG・DG)
AE-0975(W・YG・DG)
AE-1260(W・YG・DG)
AE-1200(W・YG・DG)
AE-1209(W・YG・DG)
AE-1560(W・YG・DG)
AE-1500(W・YG・DG)
AE-1509(W・YG・DG)
AE-1860(W・YG・DG)
AE-1800(W・YG・DG)
AE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAE-0945(W・YG・DG)
RAE-0960(W・YG・DG)
RAE-0975(W・YG・DG)
RAE-1260(W・YG・DG)
RAE-1200(W・YG・DG)
RAE-1209(W・YG・DG)
RAE-1560(W・YG・DG)
RAE-1500(W・YG・DG)
RAE-1509(W・YG・DG)
RAE-1860(W・YG・DG)
RAE-1800(W・YG・DG)
RAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
SAE-0945

SAE-0960(W・DG)
SAE-0975(W・DG)
SAE-1260(W・DG)
SAE-1200(W・DG)
SAE-1209

SAE-1560(W・DG)
SAE-1500(W・DG)
SAE-1509

SAE-1860(W・DG)
SAE-1800(W・DG)
SAE-1809(W・DG)

RAE2-0945(W・DG)
RAE2-0960(W・DG)
RAE2-0975(W・DG)
RAE2-1260(W・DG)
RAE2-1200(W・DG)
RAE2-1209(W・DG)
RAE2-1560(W・DG)
RAE2-1500(W・DG)
RAE2-1509(W・DG)
RAE2-1860(W・DG)
RAE2-1800(W・DG)
RAE2-1809(W・DG)

RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

HAE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

（注意:間口（天板の幅）が900mm・1200ｍｍに関して、天補強は付属しておりません。）

組立完了後作業台を起こし、任意の場所に設置しアジャスターⓔで水平調整を行い、
脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使用下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘとＳＷⓙで
　仮止めして下さい。天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属し
　ております。

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

組立完了後作業台を起こし、任意の場所に設置し、アジャスターⓔで
水平調整を行い、脚４本が床面に接地しているのを確認してからご使
用下さい。

GN色・W色・YG色：本体組立用ビスセット（M6）

DG色：本体組立用ビスセット（M6）

本体の色がダークグレー以外の
組立用ビスセット

本体の色がダークグレーの
組立用ビスセット

注）スチール天板仕様以外でⓗ天補強がある場合、  
    ⓘボルトとⓙSWは各1個ずつ余ります。

（間口1500mm・
　1800ｍｍのみ付属）

BE・ＡＥ・HAE・AEM型 組立説明図

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

AEM型の場合
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①.脚部を開き加減にし、下棚ⓐを脚下桟の間にはめ込み、任意の穴位置に
    合わせてボルトⓑ、ＳＷⓒで仮止めをして下さい。
 ※下棚を取付ける場合は下横桟は取付けないで下さい。
 ※下棚を２枚取付ける場合は①と同様の手順で仮止めをして下さい。

②.作業台組立順序 Ⅰ Ⅱ と上記①で仮止めしたボルトをしっかりと締め付けて
    下さい。

AEM型

■屋外や水のかかる場所に設置
　しないでください。また、ぬれ
　たものを置かないでください。

■表示耐荷重内であっても、一部に
　集中荷重をかけないでください。

■天板面は必ず水平になるよう、ア
　ジャスターを調節して使用してく
　ださい。

■脚部のすき間に指を入れないで
　ください。

■作業台の切断、改造をしない
　でください。

■AEM型の高さ調整を行う際、
　必ず軍手等保護具を使用し、
　高さ調整金具をしっかりはめ
　こんでください。また、作業台
　を裏返して行ってください。

■組立は、この組立・取扱説明書
　に記載の組立て手順に従って
　ください。

■作業台の上横桟・下横桟の端面
　を素手で触らないでください。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

手順を誤ると組立中に部品が外れたり、
倒れたりして怪我をする恐れがあります。

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがあり
ます。

作業台が不安定になり、危険です。
また。切断のバリ等で怪我をする恐れが
あります。

すき間に指を挟んだり、作業台が傾いたり
して怪我をする恐れがあります。

指が抜けなくなったり、怪我をする恐れが
あります。

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れが
あります。

■表示荷重以上の荷重をかけない
　でください。

■不安定な場所に設置しないでく
　ださい。 ■側面や正面からの大きな力をか

　けないでください。

■キャスター付での移動時は、天板
　の上に物を置いたり、作業はしな
　いでください。また、運搬に使用し
　ないでください。

■キャスター付での使用時は、
　“キャスターの耐荷重”
　“作業台の耐荷重×　”の
　どちらか小さい方の荷重以下で
　使用してください。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐れ
があります。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組立てて下さい。

BE・AE・HAE・AEM型 オプション下棚取付方法

下棚の色がグリーン及びホワイトの場合のビスセット 下棚の色がダークグレーの場合のビスセット

脚下桟

脚部

※脚部を開き加減にする。

AE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg HAE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）300kg
間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 450 × 740
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1200 × 900 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1500 × 900 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
AE-0945(W・YG・DG)
AE-0960(W・YG・DG)
AE-0975(W・YG・DG)
AE-1260(W・YG・DG)
AE-1200(W・YG・DG)
AE-1209(W・YG・DG)
AE-1560(W・YG・DG)
AE-1500(W・YG・DG)
AE-1509(W・YG・DG)
AE-1860(W・YG・DG)
AE-1800(W・YG・DG)
AE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAE-0945(W・YG・DG)
RAE-0960(W・YG・DG)
RAE-0975(W・YG・DG)
RAE-1260(W・YG・DG)
RAE-1200(W・YG・DG)
RAE-1209(W・YG・DG)
RAE-1560(W・YG・DG)
RAE-1500(W・YG・DG)
RAE-1509(W・YG・DG)
RAE-1860(W・YG・DG)
RAE-1800(W・YG・DG)
RAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
SAE-0945

SAE-0960(W・DG)
SAE-0975(W・DG)
SAE-1260(W・DG)
SAE-1200(W・DG)
SAE-1209

SAE-1560(W・DG)
SAE-1500(W・DG)
SAE-1509

SAE-1860(W・DG)
SAE-1800(W・DG)
SAE-1809(W・DG)

RAE2-0945(W・YG・DG)
RAE2-0960(W・YG・DG)
RAE2-0975(W・YG・DG)
RAE2-1260(W・YG・DG)
RAE2-1200(W・YG・DG)
RAE2-1209(W・YG・DG)
RAE2-1560(W・YG・DG)
RAE2-1500(W・YG・DG)
RAE2-1509(W・YG・DG)
RAE2-1860(W・YG・DG)
RAE2-1800(W・YG・DG)
RAE2-1809(W・YG・DG)

間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
BE-0960(W)
BE-0975(W)
BE-1260(W)
BE-1275(W)
BE-1560(W)
BE-1575(W)
BE-1860(W)
BE-1875(W)
BE-1890(W)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
BER-0960(W)
BER-0975(W)
BER-1260(W)
BER-1275(W)
BER-1560(W)
BER-1575(W)
BER-1860(W)
BER-1875(W)
BER-1890(W)

ＢE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）250kg

オプション下棚 ： 耐荷重（均等静止荷重）20kg オプションキャスター

間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 450 × 900
900 × 600 × 900
900 × 750 × 900
1200 × 600 × 900
1200 × 750 × 900
1200 × 900 × 900
1500 × 600 × 900
1500 × 750 × 900
1500 × 900 × 900
1800 × 600 × 900
1800 × 750 × 900
1800 × 900 × 900

ポリ化粧天板
ＨAE-0945(W・YG・DG)
ＨAE-0960(W・YG・DG)
ＨAE-0975(W・YG・DG)
ＨAE-1260(W・YG・DG)
ＨAE-1200(W・YG・DG)
ＨAE-1209(W・YG・DG)
ＨAE-1560(W・YG・DG)
ＨAE-1500(W・YG・DG)
ＨAE-1509(W・YG・DG)
ＨAE-1860(W・YG・DG)
ＨAE-1800(W・YG・DG)
ＨAE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
ＨRAE-0945(W・YG・DG)
ＨRAE-0960(W・YG・DG)
ＨRAE-0975(W・YG・DG)
ＨRAE-1260(W・YG・DG)
ＨRAE-1200(W・YG・DG)
ＨRAE-1209(W・YG・DG)
ＨRAE-1560(W・YG・DG)
ＨRAE-1500(W・YG・DG)
ＨRAE-1509(W・YG・DG)
ＨRAE-1860(W・YG・DG)
ＨRAE-1800(W・YG・DG)
ＨRAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
ＨSAE-0945

ＨSAE-0960(W・DG)
ＨSAE-0975(W・DG)
ＨSAE-1260(W・DG)
ＨSAE-1200(W・DG)
ＨSAE-1209

ＨSAE-1560(W・DG)
ＨSAE-1500(W・DG)
ＨSAE-1509

ＨSAE-1860(W・DG)
ＨSAE-1800(W・DG)
ＨSAE-1809(W・DG)

ＨRAE2-0945(W・YG・DG)
ＨRAE2-0960(W・YG・DG)
ＨRAE2-0975(W・YG・DG)
ＨRAE2-1260(W・YG・DG)
ＨRAE2-1200(W・YG・DG)
ＨRAE2-1209(W・YG・DG)
ＨRAE2-1560(W・YG・DG)
ＨRAE2-1500(W・YG・DG)
ＨRAE2-1509(W・YG・DG)
ＨRAE2-1860(W・YG・DG)
ＨRAE2-1800(W・YG・DG)
ＨRAE2-1809(W・YG・DG)

AEＭ型 ： 耐荷重（均等静止荷重）150kg
間口 × 奥行 × 高さmm
900 × 600 × 650～950
900 × 750 × 650～950
1200 × 600 × 650～950
1200 × 750 × 650～950
1200 × 900 × 650～950
1500 × 600 × 650～950
1500 × 750 × 650～950
1500 × 900 × 650～950
1800 × 600 × 650～950
1800 × 750 × 650～950
1800 × 900 × 650～950

ポリ化粧天板
AEM-0960(W・DG)
AEM-0975(W・DG)
AEM-1260(W・DG)
AEM-1200(W・DG)
AEM-1209(W・DG)
AEM-1560(W・DG)
AEM-1500(W・DG)
AEM-1509(W・DG)
AEM-1860(W・DG)
AEM-1800(W・DG)
AEM-1809(W・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAEM-0960(W・DG)
RAEM-0975(W・DG)
RAEM-1260(W・DG)
RAEM-1200(W・DG)
RAEM-1209(W・DG)
RAEM-1560(W・DG)
RAEM-1500(W・DG)
RAEM-1509(W・DG)
RAEM-1860(W・DG)
RAEM-1800(W・DG)
RAEM-1809(W・DG)

スチール天板
SAEM-0960(W・DG)
SAEM-0975(W・DG)
SAEM-1260(W・DG)
SAEM-1200(W・DG)
SAEM-1209

SAEM-1560(W・DG)
SAEM-1500(W・DG)
SAEM-1509

SAEM-1860(W・DG)
SAEM-1800(W・DG)
SAEM-1809(W・DG)

RAEM2-0960(W・DG)
RAEM2-0975(W・DG)
RAEM2-1260(W・DG)
RAEM2-1200(W・DG)
RAEM2-1209(W・DG)
RAEM2-1560(W・DG)
RAEM2-1500(W・DG)
RAEM2-1509(W・DG)
RAEM2-1860(W・DG)
RAEM2-1800(W・DG)
RAEM2-1809(W・DG)

品番
AELT-900
AELT-900W
AELT-1200
AELT-1200W
AELT-1500
AELT-1500W
AELT-1800
AELT-1800W

色
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト
グリーン
ホワイト

寸法(mm)
 747X240X23
 747X240X23
1047X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1347X240X23
1647X240X23
1647X240X23

品番
AEWLT-900
AEWLT-1200
AEWLT-1500
AEWLT-1800

色
ダークグレー
ダークグレー
ダークグレー
ダークグレー

寸法(mm)
 747X240X23
1047X240X23
1347X240X23
1647X240X23 ・AE・HAE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重150kg以下

 でご使用ください。
・BE型のキャスター付でのご使用は、耐荷重125kg以下でご使
 用ください。
・AEM型のキャスター付でのご使用は、耐荷重80kg以下でご使
 用ください。

※組立後、作業台組立順序 Ⅳ に進んでください。ただしAEM型は前ページ
   の高さ調整方法を参照後に Ⅳ に進んでください。

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

RoHS2対応
ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板

ｃ
b a

Ⅱ  ①.    の箱から脚ⓑを取出し、図-1のように上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
　　  の切り込み部の中に差し込み、ボルト穴を合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙで
        仮止めして下さい。(左右各４ヶ所）
　 ②. 脚ⓑの脚上桟のボルト穴を天板のナットに合わせ、ボルトⓘとＳＷⓙ
　　　で仮止めして下さい。(左右各1ヶ所）

天板は他の機種と共通の為、★印部の埋込ナットは使用しません。
※脚ⓑは左右あります。もう片方も同様に取付けて下さい。

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

ｈ

※スチール天板のみ使用

Ⅰ  ①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
　②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。

※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

i
j

f

ｈ

※スチール天板のみ使用

①.　 の箱から天板ⓐを取出し、裏面(埋込ナット有)を上に向けて下さい。
②.　 の箱から上横桟ⓕを取出し、天板ⓐのナット位置に合わせてボルト
　　  ⓘとＳＷⓙで仮止めして下さい。
※天補強ⓗ付の機種は上横桟ⓕの中央の穴位置を合わせてボルトⓘ
　とＳＷⓙで仮止めして下さい。
　天補強ⓗは間口1500mm・1800mmタイプのみ付属しております。

i
j

f

b

b

b

b

j

j

i

i

f

f

f

f

ＢＥ・（Ｈ）ＡＥ型の場合

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

b
b

j
i

f

f

ＡＥM型の場合

上横桟ⓕの取付金具を脚ⓑ
の切り込み部の中に差し込む

脚上桟

b
b

j
i

f

f

ＡＥM型の場合

※図はAEM型ですが、他の機種も下横桟の取付方法は同じです。

※下図拡大図の様になります

ｍ

ｐ ｑ ｒ

ｎ ｎｏ ｏ

e

別表ⓗ天補強、ⓘボルト、ⓙＳＷの数

間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 450 × 900
900 × 600 × 900
900 × 750 × 900
1200 × 600 × 900
1200 × 750 × 900
1200 × 900 × 900
1500 × 600 × 900
1500 × 750 × 900
1500 × 900 × 900
1800 × 600 × 900
1800 × 750 × 900
1800 × 900 × 900

ポリ化粧天板
ＨAE-0945(W・YG・DG)
ＨAE-0960(W・YG・DG)
ＨAE-0975(W・YG・DG)
ＨAE-1260(W・YG・DG)
ＨAE-1200(W・YG・DG)
ＨAE-1209(W・YG・DG)
ＨAE-1560(W・YG・DG)
ＨAE-1500(W・YG・DG)
ＨAE-1509(W・YG・DG)
ＨAE-1860(W・YG・DG)
ＨAE-1800(W・YG・DG)
ＨAE-1809(W・YG・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
ＨRAE-0945(W・YG・DG)
ＨRAE-0960(W・YG・DG)
ＨRAE-0975(W・YG・DG)
ＨRAE-1260(W・YG・DG)
ＨRAE-1200(W・YG・DG)
ＨRAE-1209(W・YG・DG)
ＨRAE-1560(W・YG・DG)
ＨRAE-1500(W・YG・DG)
ＨRAE-1509(W・YG・DG)
ＨRAE-1860(W・YG・DG)
ＨRAE-1800(W・YG・DG)
ＨRAE-1809(W・YG・DG)

スチール天板
ＨSAE-0945

ＨSAE-0960(W・DG)
ＨSAE-0975(W・DG)
ＨSAE-1260(W・DG)
ＨSAE-1200(W・DG)
ＨSAE-1209

ＨSAE-1560(W・DG)
ＨSAE-1500(W・DG)
ＨSAE-1509

ＨSAE-1860(W・DG)
ＨSAE-1800(W・DG)
ＨSAE-1809(W・DG)

AEＭ型 ： 耐荷重（均等静止荷重）150kg
RoHS2対応ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板間口 × 奥行 × 高さ（mm）

900 × 600 × 650～950
900 × 750 × 650～950
1200 × 600 × 650～950
1200 × 750 × 650～950
1200 × 900 × 650～950
1500 × 600 × 650～950
1500 × 750 × 650～950
1500 × 900 × 650～950
1800 × 600 × 650～950
1800 × 750 × 650～950
1800 × 900 × 650～950

ポリ化粧天板
AEM-0960(W・DG)
AEM-0975(W・DG)
AEM-1260(W・DG)
AEM-1200(W・DG)
AEM-1209(W・DG)
AEM-1560(W・DG)
AEM-1500(W・DG)
AEM-1509(W・DG)
AEM-1860(W・DG)
AEM-1800(W・DG)
AEM-1809(W・DG)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
RAEM-0960(W・DG)
RAEM-0975(W・DG)
RAEM-1260(W・DG)
RAEM-1200(W・DG)
RAEM-1209(W・DG)
RAEM-1560(W・DG)
RAEM-1500(W・DG)
RAEM-1509(W・DG)
RAEM-1860(W・DG)
RAEM-1800(W・DG)
RAEM-1809(W・DG)

スチール天板
SAEM-0960(W・DG)
SAEM-0975(W・DG)
SAEM-1260(W・DG)
SAEM-1200(W・DG)
SAEM-1209

SAEM-1560(W・DG)
SAEM-1500(W・DG)
SAEM-1509

SAEM-1860(W・DG)
SAEM-1800(W・DG)
SAEM-1809(W・DG)

ＢE型 ： 耐荷重（均等静止荷重）250kg
間口 × 奥行 × 高さ（mm）
900 × 600 × 740
900 × 750 × 740
1200 × 600 × 740
1200 × 750 × 740
1500 × 600 × 740
1500 × 750 × 740
1800 × 600 × 740
1800 × 750 × 740
1800 × 900 × 740

ポリ化粧天板
BE-0960(W)
BE-0975(W)
BE-1260(W)
BE-1275(W)
BE-1560(W)
BE-1575(W)
BE-1860(W)
BE-1875(W)
BE-1890(W)

ﾘﾉﾘｭｰﾑ張天板
BER-0960(W)
BER-0975(W)
BER-1260(W)
BER-1275(W)
BER-1560(W)
BER-1575(W)
BER-1860(W)
BER-1875(W)
BER-1890(W)

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示耐荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

天板間口寸法

900ｍｍタイプ

1200ｍｍタイプ

1500ｍｍタイプ

1800ｍｍタイプ

下棚の色がグリーン及びホワイトの場合のビスセット 下棚の色がダークグレーの場合のビスセット

耐荷重200kg
耐荷重250kg
耐荷重300kg

この度はTRUSCO軽量作業台BE型・AE型・HAE型、軽量高さ調整作業台AEM型をお買上いただき誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（メガネレン
チまたは、六角レンチ）1本で組立てられるシンプルな構造です。BE型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、本体色はホワイト色、ダークグレー色の2種類で、A
E型・HAE型・AEM型は天板サイズ・バリエーションも豊富で、AE型・HAE型の本体色はグリーン色、ヤンググリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の4種類、AEM型
の本体色はグリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の3種類でAEM型は高さ調整が出来る為、楽な姿勢で作業が行えます。いずれも組立・梱包・仕分作業などあらゆ
る軽作業に適しており、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

軽量作業台  BE・AE・HAE型
軽量高さ調整作業台 AEM型

この度はTRUSCO軽量作業台BE型・AE型・HAE型、軽量高さ調整作業台AEM型をお買上いただき誠にありがとうございます。本製品は、付属の工具（メガネレン
チまたは、六角レンチ）1本で組立てられるシンプルな構造です。BE型は目に優しい青色のカラー天板を採用し、本体色はホワイト色、ダークグレー色の2種類で、A
E型・HAE型・AEM型は天板サイズ・バリエーションも豊富で、AE型・HAE型の本体色はグリーン色、ヤンググリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の4種類、AEM型
の本体色はグリーン色、ホワイト色、ダークグレー色の3種類でAEM型は高さ調整が出来る為、楽な姿勢で作業が行えます。いずれも組立・梱包・仕分作業などあらゆ
る軽作業に適しており、工場・学校・作業室・研究所などで末永くご使用いただけます。

軽量作業台  BE・AE・HAE型
軽量高さ調整作業台 AEM型



TH型　オプション　組立説明図

ⓖ六角レンチ…C-2参照
（対辺５）

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、パネル＆ボー
ドⓗを２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴にパネル＆ボードⓗの穴を合わせて、
ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓓで仮止めして下さい（2ヵ所）。また、パネ
ル側の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。

１

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

４ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

TH-Ｎ  900
支柱セット 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×405×1265
TH-Ｎ1200 　1202×405×1265
TH-Ｎ1500 　1502×405×1265
TH-Ｎ1800 　1802×405×1265

NLSP-  900
パネル＆ボード 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　849×40×332
NLSP-1200 　1149×40×332
NLSP-1500 　1449×40×332
NLSP-1800 　1749×40×332

SP-  900
全面パネル 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　850×40×300
SP-1200 　1150×40×300
SP-1500 　1450×40×300
SP-1800 　1750×40×300

ＮLR-  900TH
棚板 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×255×130
ＮLR-1200TH 　1202×255×130
ＮLR-1500TH 　1502×255×130
ＮLR-1800TH 　1802×255×130

組み立てる前に梱包内容がすべて揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせください。
※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓓ段付ボルト…各種参照
（Ｍ６×３６）

ⓔＳＷ…各種参照
（スプリングワッシャー）

ⓕナット…各種参照
（Ｍ６）

部品明細 C.（NＬＲ-TH）

C-2.（NＬＲ-TH）

A.（NＬＳＰ）
ボルト類

ⓗパネル＆ボード…1枚

ⓙ棚板…1枚
B.（ＳＰ）

ⓘ全面パネル…1枚 ⓚ棚取付金具…2本

Ａ.パネル＆ボード（NLSP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…２個、ⓕ…2個

a

h

d

ｆe

パネル ホワイトボード

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、全面パネルⓘ
を２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴に全面パネルⓘの穴を合わせて、支柱ⓐ
の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さ
い（左右各2ヵ所）。

１

B.全面パネル（SP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個

棚取付金具ⓚの鉄板部分の穴が開いている方を内側にして、支柱ⓐの任意の穴に
合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。もう1本の棚取付金具ⓚも、反対側の支柱ⓐに高さを合わせて、
同様に取り付けて下さい。

１

棚板ⓙの穴を、棚取付金具ⓚの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、
内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

棚板ⓙを、１で取り付けた棚取付金具ⓚにスライドさせてはめ込んで下さい。2

C,C-2.棚板（NLR-TH）取付方法 C.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個
C-2.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個、ⓖ…1本

a i

d

d

d

ｆ

k

j

e

ｆ

e

ｆe

※他のオプション品に関しては、各種オプション品に同梱している
取扱説明書を参照して取り付けて下さい。

TH型　支柱セット　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。
部品明細（１梱包）※パネル＆ボード付と全面パネル付には不要部品明細（１梱包）

ⓐ支柱・・・２本
 (左右有り）

ⓑ上補強…1本

ⓒ下補強…1本

ⓓ段付きﾎﾞﾙﾄ…6本
(M6×36)

ⓕナット…4個
(M6)

ⓔSW…4個
（スプリングワッシャー） ⓖ六角レンチ…1本

（対辺５）

組立順序

クランプ

グリップ

クランプ

クランプ

グリップ側を内側に向ける

グリップ側を内側に向ける

グリップ

グリップ

緩める

緩める

緩める

支柱ⓐに付いているクランプのグリップを、作業台の
天板の厚みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

１ 裏面および各種取扱説明書を参照し、オプション品を取
り付けて下さい。

４

仮組した支柱セットを、作業台の天板の後方よりスライド
させながらはめ込み、任意の位置でグリップを締め付け
て下さい。

５

仮止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め
付けて下さい。

６

１

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて、
上補強ⓑを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの上部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、SWⓔ
とナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

２

２
２

２

下補強ⓒを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの下部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、仮止め
して下さい（左右各１ヵ所）。

３

クランプ部拡大図

３３

ＴＨ型　支柱セット
このたびは、ＴＲＵＳＣＯのＴＨ型支柱セットをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＴＨ型はあらゆる作業台に取付可能。豊富なオプションを取り
付けることにより、作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※パネル＆ボード付と全面パネル付には２，３の組み立ては不要です。

a

c f e

b
d

g大きい穴
小さい穴

大きい穴
小さい穴

仕様

図－１

図－２

図－３
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TH型　オプション　組立説明図

ⓖ六角レンチ…C-2参照
（対辺５）

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、パネル＆ボー
ドⓗを２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴にパネル＆ボードⓗの穴を合わせて、
ホワイトボード側の外側から段付ボルトⓓで仮止めして下さい（2ヵ所）。また、パネ
ル側の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。

１

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

２ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

４ 全てのオプション品の取り付けが終わり、支柱ⓐを作業台の天板に設置すれば、仮
止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め付けて下さい。

TH-Ｎ  900
支柱セット 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×405×1265
TH-Ｎ1200 　1202×405×1265
TH-Ｎ1500 　1502×405×1265
TH-Ｎ1800 　1802×405×1265

NLSP-  900
パネル＆ボード 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　849×40×332
NLSP-1200 　1149×40×332
NLSP-1500 　1449×40×332
NLSP-1800 　1749×40×332

SP-  900
全面パネル 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　850×40×300
SP-1200 　1150×40×300
SP-1500 　1450×40×300
SP-1800 　1750×40×300

ＮLR-  900TH
棚板 間口(W)×奥行(D)×高さ(H)mm

　902×255×130
ＮLR-1200TH 　1202×255×130
ＮLR-1500TH 　1502×255×130
ＮLR-1800TH 　1802×255×130

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。

ⓓ段付ボルト…各種参照
（Ｍ６×３６）

ⓔＳＷ…各種参照
（スプリングワッシャー）

ⓕナット…各種参照
（Ｍ６）

部品明細 C.（NＬＲ-TH）

C-2.（NＬＲ-TH）

A.（NＬＳＰ）
ボルト類

ⓗパネル＆ボード…1枚

ⓙ棚板…1枚
B.（ＳＰ）

ⓘ全面パネル…1枚 ⓚ棚取付金具…2本

Ａ.パネル＆ボード（NLSP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…２個、ⓕ…2個

a

h

d

ｆe

パネル ホワイトボード

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて（図－３参照）、全面パネルⓘ
を２本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの穴に全面パネルⓘの穴を合わせて、支柱ⓐ
の外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さ
い（左右各2ヵ所）。

１

B.全面パネル（SP）取付方法 ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個

棚取付金具ⓚの鉄板部分の穴が開いている方を内側にして、支柱ⓐの任意の穴に
合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして
下さい（2ヵ所）。もう1本の棚取付金具ⓚも、反対側の支柱ⓐに高さを合わせて、
同様に取り付けて下さい。

１

棚板ⓙの穴を、棚取付金具ⓚの穴に合わせて、外側から段付ボルトⓓを差し込み、
内側からＳＷⓔとナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

３

棚板ⓙを、１で取り付けた棚取付金具ⓚにスライドさせてはめ込んで下さい。2

C,C-2.棚板（NLR-TH）取付方法 C.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個
C-2.ⓓ…4本、ⓔ…４個、ⓕ…４個、ⓖ…1本

a i

d

d

d

ｆ

k

j

e

ｆ

e

ｆe

※他のオプション品に関しては、各種オプション品に同梱している
取扱説明書を参照して取り付けて下さい。

TH型　支柱セット　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立ててください。
部品明細（１梱包）※パネル＆ボード付と全面パネル付には不要部品明細（１梱包）

ⓐ支柱・・・２本
 (左右有り）

ⓑ上補強…1本

ⓒ下補強…1本

ⓓ段付きﾎﾞﾙﾄ…6本
(M6×36)

ⓕナット…4個
(M6)

ⓔSW…4個
（スプリングワッシャー） ⓖ六角レンチ…1本

（対辺５）

組立順序

クランプ

グリップ

クランプ

クランプ

グリップ側を内側に向ける

グリップ側を内側に向ける

グリップ

グリップ

緩める

緩める

緩める

支柱ⓐに付いているクランプのグリップを、作業台の
天板の厚みほど緩めて下さい（左右各2ヵ所）。

１ 裏面および各種取扱説明書を参照し、オプション品を取
り付けて下さい。

４

仮組した支柱セットを、作業台の天板の後方よりスライド
させながらはめ込み、任意の位置でグリップを締め付け
て下さい。

５

仮止めした段付ボルトⓓを、六角レンチⓖでしっかり締め
付けて下さい。

６

１

左右の支柱ⓐのクランプのグリップ側を内側に向けて、
上補強ⓑを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの上部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、SWⓔ
とナットⓕで仮止めして下さい（左右各2ヵ所）。

２

２
２

２

下補強ⓒを2本の支柱ⓐの間に入れ、支柱ⓐの下部の
穴に合わせ、外側から段付ボルトⓓを差し込み、仮止め
して下さい（左右各１ヵ所）。

３

クランプ部拡大図

３３

ＴＨ型　支柱セット
このたびは、ＴＲＵＳＣＯのＴＨ型支柱セットをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。ＴＨ型はあらゆる作業台に取付可能。豊富なオプションを取り
付けることにより、作業効率が格段に向上し、また組み換えも可能ですので、末永くご使用いただけます。

■ 側面や正面から大きな力をかけないで下さい。
破損・変形・転倒し、怪我をする恐れがあります。

■ 用途以外には使用しないで下さい。
用途以外に使用しますと、怪我の原因になります。

屋外や水のかかる場所に設置せず、また
濡れた物を置かないで下さい。

■

サビが発生しやすくなり、強度等、品質が著しく低下す
る恐れがあります。

組み立ては、この組立・取扱説明書に
記載の組み立て手順に従って下さい。

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒れたり
して、怪我をする恐れがあります。

切断、改造をしないで下さい。
不安定になり危険です。また、切断面のバリ
等で怪我をする恐れがあります。

■

●本製品を第三者に譲渡、貸し出しする場合、必ずこの説明書を添えてお渡し下さい。
※この取扱説明書は紛失しないよう、大切に保管して下さい。

※パネル＆ボード付と全面パネル付には２，３の組み立ては不要です。
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